
























































































Ijime bullying is mean behaviour or negative 
attitude that has clear intention to embarrass or 
humiliate others who occupy weaker positions in a 
same group. It is assumed to be a dynamic used to 
keep or recover one’s dignity by aggrieving others. 
Consequently, its main purpose is to inflict mental 
suffering on others, regardless of the form such as 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る集団性的暴行・強姦事件。［市川  2007: 55-71］
⑹　1991年09月埼玉県大宮市私立埼玉栄高校。 男
子生徒（高２・16）が，相撲部の寮で，同級生部
員（高２）らに，就寝中ライターで手足に火をつ
ける，現金を無理やりとられるなどのいじめを繰
121いじめ対策に関する一考察
り返し受け，登校拒否になり退学。相撲部の監督，
学校法人・加害同級生２名に対して，計456万4,000
円の損害賠償を請求。合宿所でのいじめを認定。
加害者本人の責任肯定。相撲部監督および学校法
人の監督責任および使用者責任肯定。［教育ひろ
ばHPいじめ関連年表（https://sites.google.com/site/
kyouikuh077/ijime/ijime-nenpyo_1）より］
⑺　滝川市立江部乙小学校いじめ自殺事件　2005年，
女児は１学期の席替えの際，多数の児童に性的魅
力がないと中傷されるなどのいじめを受けていた。
その年の９月９日にいじめを苦に，遺書を残した
上で首吊り自殺を図った。その時一命は取り留め
るものの，2006年１月６日に回復することなく死
亡した。滝川市教育委員会は2005年11月に聞き取
り調査を行い，いじめは無かったと結論した。［教
育ひろば HPいじめ関連年表より］
⑻　大津市中２いじめ自殺事件は，2011年10月11日
に滋賀県大津市内の中学校の当時２年生の男子生
徒がいじめを苦に自宅で自殺するに至った事件で
ある。「大津いじめ自殺事件「大津いじめ事件」な
どとも呼ばれる。事件前後の学校と教育委員会の
隠蔽体質が発覚，問題視され，大きく報道された。
翌年には本事件が誘因となっていじめ防止対策推
進法が国会で可決された。［毎日新聞  2012年11月
06日など］
⑼　石川県加賀市の小学生の女児が同級生からいじ
めを受け心的外傷後ストレス障害（PTSD）を発
症したとして，女児と保護者が市と同級生９人の
保護者16人に約4,800万円の損害賠償を求めた訴訟
の判決で，金沢地裁小松支部は９日，いじめとの
因果関係を認め，市と同級生３人の保護者６人に
約700万円の支払いを命じた。小野瀬昭裁判官は判
決理由で「同級生は階段で女児の体を押して尻も
ちをつかせたり，『きもい』などと言ったりしてい
た」と女児に対するいじめの違法性を認定。担任
教師について「いじめを把握しており防止措置を
講じるべきだった」と指摘した。その上で「いじ
めによってPTSDを発症し（女児の）医師の診断
が誤っているとは言えない」とした。［教育ひろば
HPいじめ関連年表より］
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